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輸送系ワーキンググループの設置について（案） 
 

平成18 年5 月26 日 
宇宙開発委員会計画部会 

 
 

１． 設置の趣旨 
宇宙輸送技術は、我が国における宇宙開発利用の自律性の

確保という観点においてその基幹となるものであり、高い安

全性・信頼性が求められるとともに、打上げに係るコストや

能力など国際的な競争力が求められるものである。本年度か

ら開始されている第3 期科学技術基本計画及び同計画に基

づく分野別推進戦略においても特に重要な技術であると認識

され、「国家基幹技術」として位置付けられている。 
今般の「宇宙開発に関する長期的な計画」の検討に当たっ

ては、宇宙輸送技術が、上述のように宇宙開発利用の根幹と

して特に重要な技術であって、その検討には専門的な知見が

要求されるとともに、集中的な調査審議が不可欠であること

から、計画部会の下に「輸送系ワーキングループ」を設け、

専門的かつ集中的な審議を行うこととする。 
なお、その審議の結果は、計画部会に報告し、更に同部会

で審議を重ねた上、「宇宙開発に関する長期的な計画」の策

定に反映させることとする。 
 

２． 調査審議の内容 
輸送系ワーキンググループにおいては、以下の項目につい

て専門的・技術的な観点から調査審議を行う。 
○ 我が国における基幹輸送系の在り方について 
○ 我が国における多様な宇宙輸送系の在り方について 
○ 我が国における将来輸送系について 

 
 
３． 輸送系ワーキンググループの構成員 
座 長： 青江計画部会長 
委 員： 計画部会構成員のうち部会長が指名する者 
なお、審議内容に応じて大学、産業界等から有識者を適宜

招へいして意見聴取する。 
 
 
４． その他 

「宇宙開発委員会の運営等について」（平成13 年1 月10
日宇宙開発委員会決定）を踏まえ、輸送系ワーキンググルー

プにおける調査審議は原則として公開することとし、特段の

事情がある場合には、非公開とすることができるものとする。 
本ワーキンググループは、平成18 年6 月から8 月までの

間に4 回程度開催する予定。 




